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八潮市議会議員　あさだ和宏（42歳）無所属（民主・市民クラブ）
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継続こそ・力なり!!
子育て世代の声を市政へ!!

地方政治改革ネット 会員
青年地方議員の会 会員

所　属　団　体

１９６８年　３月２８日

八潮市に生まれる（現在42歳）

市立大瀬小（八小）大原中（二中）を卒業

私立成立学園（商業科）を卒業

０１年　（社）八潮青年会議所理事長
（青年会議所の事業を通して、
政治のあり方・教育問題に関心を持つ）

０１年　９月市議選に立候補
（最年少候補（当時）３３歳）
１２２９票１２位当選
０５年　９月　
2度目の市議選に立候補（３７歳）
１４１５票９位当選
０9年　９月　
3度目の市議選に立候補（41歳）
１733票3位当選

現在、3期目（民主・市民クラブ）
専修大学　法学部（２部）現在3年生

プロフィール

未来の八潮・子どものために…

ホームページ
あさだ和宏 検索

皆さん、こんにちは～！
連日、梅雨時特有の蒸し暑い日々 が続いていますがいかがお過ごしでしょうか。
この時期、不快に感じることもありますが、気持ちは前向きに、爽やかな気持ちで一
日一日を過ごしましょう！そうすれば、必ず「良いこと」があると思います。
梅雨明けしたら今度は暑さとの闘い？の本格的な夏がやってきます。
どうぞ、皆様もお体には十分気をつけてお過ごし下さい。
さて、参議院議員選挙が終わりました。選挙結果はどうだったでしょうか？
（原稿の締切りの関係で、「ほっとかない NEWS」が発行された時には、結果が出て
いますが・・・）
結果はどうであれ、大切なのは「議員」に当選してから「何をするか」が大切だと
思います。選挙の時だけ耳障りの良い「美辞麗句」ばかりを並べておいて当選した
らあとは「知らない」では困ります。
　国政選挙は終わりましたが、来年の春には「統一地方選挙」（本市は県議会議員
選挙）が行われる予定です。
　政局もまだまだ不安定な時期が続くと思いますが、私自身は「市議会議員」として
の任務をしっかりと果たして、皆様から、さらに信頼される議員になれるように努力し
てまいりますのでご指導をよろしくお願いします。

八潮市議会議員　　あさだ和宏

お知らせお知らせお知らせ
　今年の夏休み中に、中川小学校・八幡中学校の耐震工事・大規模改修工事が始まります。
（新学期からは、綺麗になった教室で勉強できますね！）
工事費用　　中川小・・・３億８４３万８,５５０円　　八幡中・・・４億２,５２５万円
IS 値・・・　中川小（０．２８→０．７８）　　　　　　　八幡中（０．２４５→０．７５１）
この２校の耐震化工事が完了すると、市内小中学校の耐震化率「４７.４％」になります。
（まだ半分残っていますので、急がないと）

主な内容…一般会計補正予算　８,４９８,０００円（追加補正）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（主な理由…国保特別会計へ繰り出し）
　　　　　その他、１５議案
　　　　◎請願書…八潮市八条地区に係る早期土地活用実現のための手法の
　　　　　　　　　見直しに関する請願書
　　　　　賛成・・・（自民クラブ、公明党）
　　　　　反対・・・（民主・市民クラブ、共産党、市民と市政をつなぐ会）
※私たち会派は、請願の趣旨には一定の理解を示していますが、今回の議会で早急に
　結論を出すのではなく、時間をかけて慎重に審議をするべきという理由から「継続審
　査」をお願いしましたが、結論は賛成多数で採択という結果になりました。

６月議会が開かれました。



　
　

市
長
の
選
挙
公
約
中
、「
４
年
間
で
ゴ
ー

ル
」の
部
分
で
、「（
仮
称
）町
会
・
自
治
会
加

入
促
進
条
例
を
制
定
し・・・」と
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
が
、制
定
の
意
義
、制
定
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
は
今
後
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　

　
　

平
成
24
年
度
中
の
条
例
案
の
上
程
を

目
標
と
し
て
い
る
。
22
、
23
年
度
は
町
会
自

治
会
長
の
方
々
の
ご
意
見
を
聞
き
、
慎
重
に

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●
和
宏
の
考
え
・
意
見

　

本
市
で
も
町
会
・
自
治
会
の
加
入
率
が
減
少

傾
向（
10
年
前
は
80
・
７
％
、現
在
は
64
・
３
％
）

と
な
っ
て
お
り
、こ
の
ま
ま
で
は
自
治
会
運
営

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。そ

の
一
つ
の
解
決
策
と
し
て
の
条
例
制
定
で
す

が
、任
意
団
体
で
あ
る
町
会
・
自
治
会
へ
の
強
制

加
入
さ
せ
る
規
定
は
難
し
く
、条
例
を
先
駆
的

に
検
討
し
て
い
る
自
治
体
で
も
、条
例
を
制
定

し
た
場
合
の
実
効
性
の
担
保
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

再
質
問
で
は
、仮
に
条
例
が
制
定
さ
れ
た
場
合
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
条
例
の
趣
旨
を
理
解
し
て
い

な
い
と
、自
治
会
等
へ
加
入
し
な
い
方
々
へ「
差

別
」や「
偏
見
」が
起
こ
る
可
能
性
も
あ
り
、そ

の
点
に
つ
い
て
慎
重
に
取
り
扱
う
よ
う
に
提
言

し
ま
し
た
。

　
　

現
在
、
本
市
で
も
多
く
の
市
民
団
体
の

事
務
局
が
市
役
所
内
に
あ
り
担
当
職
員
が

本
来
の
業
務
以
外
と
は
別
に
事
務
作
業
を
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
団

体
の
自
立
性
・
自
主
性
を
考
慮
す
る
と
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
に
事
務
処
理
等
の
作
業
を
お
こ

な
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
市
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　

本
市
で
は
、
行
政
の
公
平
性
の
確
保
や

団
体
の
自
主
性
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、

平
成
12
年
度
の
「
八
潮
市
に
お
け
る
団
体

事
務
へ
の
従
事
に
関
す
る
方
針
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
今
後
も
方
針
に
基
づ
き
、
団
体

の
自
主
性
の
確
立
に
向
け
た
協
議
を
進
め
る

よ
う
に
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

そ
の
団
体
の
中
で
、
担
当
職
員
が
直

接
お
金
を
扱
う
ケ
ー
ス
や
預
金
通
帳
や
印
鑑

な
ど
を
預
か
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
何
団
体
あ
る

の
か
。

　
　

平
成
22
年
度
４
月
現
在
、
市
が
何
ら

か
の
関
与
を
し
て
い
る
団
体
は
59
団
体
あ

り
、
そ
の
内
、
担
当
職
員
が
会
計
事
務
に

従
事
し
て
い
る
団
体
は
29
団
体
あ
り
ま
す
。

●
和
宏
の
考
え
・
意
見

　

過
去
の
一
般
質
問
等
で
、市
民
団
体
へ
の
補

助
金
等
の
見
直
し
・
再
検
討
に
つ
い
て
質
問
を

し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。今
回
は
、団
体
と
行

政
の
関
与
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

確
か
に
、過
去
に
は
市
民
団
体
を
設
立
し
た
際

に
は
、市
側
が
市
民
に
お
願
い
を
し
て
設
立
し

た
団
体
も
数
多
く
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。し

か
し
、そ
の
中
に
は
、当
初
の
目
的
を
達
成
し
た

団
体
も
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。で
あ
る
な
ら

ば
、こ
の
財
政
難
と
職
員
の
負
担
を
考
慮
す
れ

ば
、団
体
と
行
政
と
の
あ
り
方
を
見
直
し
す
る

時
期
だ
と
考
え
ま
す
。

答
弁
で
は
、「
指
針
」を
作
成
し
た
と
の
こ
と
で

す
が
、再
質
問
で「
指
針
を
周
知
さ
せ
た
あ
と
、

そ
の
後
は
ど
う
な
っ
た
か
調
査
は
し
た
か
」と

問
い
た
だ
し
ま
し
た
。答
弁
で
は「
改
め
て
調
査

は
し
な
か
っ
た
」と
の
こ
と
で
す
。（
何
事
も
、チ

ェ
ッ
ク
が
肝
心
で
す
）

そ
し
て
、一
部
の
団
体
で
は
１
、０
０
０
万
円
を

超
え
る
預
金
通
帳
を
職
員
が
扱
っ
て
い
る
こ
と

が「
判
明
」し
ま
し
た
。金
額
の
大
小
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、担
当
職
員
が
、金
銭
や
預
金
通
帳

等
を
扱
う
こ
と
は「
不
適
切
」で
あ
り
、早
急
に

改
善
す
る
よ
う
に
提
言
し
ま
し
た
。

　
　

昨
年
度
か
ら
県
立
高
校
入
試
制
度
が

大
幅
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

現
制
度
に
つ
い
て
中
学
校
の
現
場
（
担
当
教

員
等
）
か
ら
ど
の
よ
う
な
感
想
が
あ
っ
た
の

か
（
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
両
面
）

　
　

メ
リ
ッ
ト
面
は
前
期
・
後
期
と
も
に
学

力
検
査
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
以
前
よ

り
も
生
徒
が
し
っ
か
り
と
勉
強
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
っ
た
。
検
査
日
が
遅
く
な
っ
た
事

で
、
学
校
は
３
学
期
の
授
業
時
間
を
十
分
に

確
保
で
き
た
。

デ
メ
リ
ッ
ト
面
は
、
後
期
募
集
の
募
集
人
員

が
少
な
く
、
高
倍
率
が
予
想
さ
れ
生
徒
が

明
確
な
目
的
意
識
を
持
っ
て
第
１
志
望
の
高

校
を
受
験
で
き
な
か
っ
た
。

●
和
宏
の
考
え
・
意
見

　

入
試
制
度
が
変
更
と
な
っ
た
初
年
度
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、学
校
の
現
場
や
生
徒
・
保
護
者

側
か
ら
は
不
安
の
声
を
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
制
度
は
埼
玉
県
全
体
の
制
度
で

あ
り
、一
自
治
体
と
し
て
ど
う
す
る
こ
と
も
出

来
な
い
事
は
理
解
し
て
い
ま
す
が
、本
市
の
場

合
、県
立
高
校
へ
の
進
学
す
る
率
が
高
い（
平
成

21
年
は
72
・
５
％
）状
況
で
あ
り
、教
育
委
員
会

と
し
て
も
、県
教
委
へ「
意
見
」を
伝
え
る
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
。折
り
し
も
、平
成
24
年
度
に
実

施
さ
れ
る
入
試
制
度
か
ら
は
、前
期
・
後
期
期

制
度
が
撤
廃
さ
れ「
１
回
」の
制
度
へ
と
変
更
と

な
る
予
定
で
す
。（
34
年
ぶ
り
）

そ
の
際
も
、様
々
な
課
題
が
露
出
す
る
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
の
で
、教
育
委
員
会
と
し
て
県

の
動
向
等
、注
視
し
て
早
急
に
対
応
す
る
よ
う

に
提
言
を
し
ま
し
た
。

　
　
（
仮
称
）
新
中
川
橋
が
ほ
ぼ
完
成
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
開
通
時
期
に
つ
い
て
多

く
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
橋
が
開
通
す
る
際
に
、
対
岸
側
の
三

郷
市
や
埼
玉
県
と
連
携
し
、
開
通
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
ま
す
が
、

市
と
し
て
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　

開
通
イ
ベ
ン
ト
は
、
県
内
他
施
設
の
記

念
式
典
事
例
を
参
考
に
、
今
後
、
八
潮
、

三
郷
、
両
市
で
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

●
和
宏
の
考
え
・
意
見

　

橋
の
開
業
は
、頻
繁
に
あ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。で
あ
る
な
ら
ば
、今
ま
で
と
は
ち
ょ
っ

と
違
う
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
と
考

え
ま
す
。

例
え
ば
、橋
全
体
を
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
し
て（
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
）八
潮
・
三
郷
Ｂ
級
グ
ル
メ

対
決
、ふ
る
さ
と
物
産
展
、市
民
対
抗
ジ
ャ
ン
ボ

綱
引
き
大
会
な
ど
・・・

ち
ょ
っ
と
視
点
を
変
え
る
事
で
、「
メ
デ
ィ
ア
」等

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
、自
治
体
の
PR
に
も
繋

が
る
と
思
い
ま
す
が
・・・
。

町
会
・
自
治
会
加
入
促
進
条
例
に
つ
い
て

市
民
団
体
と
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て

県
立
高
校
入
試
制
度
に
つ
い
て

（
仮
称
）新
中
川
橋
開
業
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

Q

Q

Q

Q

Q
一
般
質
問

A

A

A

AA

8月中に「ご用聞き・自転車街宣!」行います。詳しい日程はブログでお知らせします。お楽しみに…



　６月６日（日曜）毎年恒例の「育てる会親睦旅行」が開催され、総勢１４０名（バス３台）のご参加をいた

だきました。（感謝です！）

　今年は地元「埼玉」をもっと知ろうという企画で秩父方面の旅行となりました。近年雨男（議員？）の力で

ぐずついた天候でしたが、最近の議員の行いの良さ？から朝から大変良い天気に恵まれました。

八潮を出発し、新緑のまぶしい秩父に到着、地酒の造り酒屋の見学、勇壮な秩父夜祭会館を見学し、秩父地

場産センターで参加者が一同に会しての昼食、地元の名産をいただきました。その後、しいたけ狩りを行

い、山の幸を堪能しました。帰路、今大人気の花園フォレストでスイーツの買い物をして、夕刻無事八潮に到

着いたしました。

　今回、事務局の不手際で市内イベントと日程が重なってしまい、「毎年参加しているけど、どうしても参加

出来ない」という方が多数いらっしゃいました。大変申し訳ありませんでした。今後は市内のイベントと調整

を行い、日程調整を行ってまいりますので、来年の皆様のご参加お待ちしております。

報告　　小櫃

○育てる会、親睦・日帰り旅行開催される。○育てる会、親睦・日帰り旅行開催される。

　

６
月
議
会
は
、朝
田
議
員
の
属
す
る
建
設
水

道
常
任
委
員
会
で
市
内
北
部
地
域
の
開
発
に

関
連
し
た
内
容
の
請
願
が
出
て
お
り
副
委
員

長
と
し
て「
継
続
審
査
」に
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
結
論
を
出
し
ま
し
た
が
、そ
れ
に
対
し
て

の
採
決
が
行
わ
れ
最
終
的
に
は
採
択
と
い
う

結
果
に
・・・
委
員
会
メ
ン
バ
ー
を
見
て
も
最
初

か
ら
結
果
は
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
ね（
笑
）

　

さ
て
、肝
心
な
一
般
質
問
で
す
が
、質
疑
・
答

弁
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
議
員

も
い
れ
ば
、実
効
性
等
調
査
研
究
も
し
な
い
で

思
い
つ
き
で
す
る
議
員
も
い
た
中
、朝
田
議
員

の
一
般
質
問
は
地
に
足
が
つ
い
て
お
り
一
際
目

立
ち
ま
し
た
ね
。特
に
他
人
事
の
よ
う
な
執
行

部
の
対
応
を
正
す「
市
民
団
体
と
行
政
の
あ
り

方
」に
つ
い
て
の
質
疑
は
市
民
の
意
を
得
た
！

と
感
じ
ま
し
た
。本
当
は
も
っ
と
時
間
を
か
け

て
じ
っ
く
り
議
論
し
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
す

が
、な
に
ぶ
ん
八
潮
市
議
会
は
質
疑
・
答
弁
ト

ー
タ
ル
の
60
分
。

　

早
く
議
員
一
人
の
持
ち
時
間
30
〜
40
分
に

な
る
よ
う
議
会
改
革
を
願
っ
て
い
ま
す
。

つつ

ブログ「和宏のひとりごと」毎日更新中～！！（おかげ様で投稿記事も1000を突破!目指せ2000！！）

お忙しい中、お越しいただき
ありがとうございました（32名）

＜1号車＞ ＜2号車＞ ＜3号車＞

和宏ガ
ールズ

和宏ガ
ールズ



★ 

編
集
後
記 

★ 

〜
き
ん
や
の
ボ
ヤ
キ
〜

「
投
票
は
何
回
目
」

　

こ
ん
に
ち
は
、
き
ん
や
で
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
今
回
の
参
議
院
選
挙
で
何

回
目
の
投
票
と
な
り
ま
す
か
？

　

私
は
、
こ
れ
で
18
回
目
（
市
議
会
議
員
選

挙
を
含
む
）
ぐ
ら
い
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
選
挙
は
、
各
政
党
が
挙
っ
て
問
題

点
を
批
判
す
る
の
は
い
い
で
す
が
、
そ
の
意

図
は
う
ま
く
伝
わ
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
当
に
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
疑

問
に
思
い
ま
し
た
。

　

野
党
は
、
与
党
打
倒
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん

が
、
有
権
者
（
国
民
）
に
対
し
て
、
分
か
り

や
す
い
政
策
で
説
明
を
す
る
努
力
が
少
し
足

り
な
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

八
潮
市
で
も
、
政
策
作
り
に
切
磋
琢
磨
し

て
、
議
会
で
議
論
・
協
議
を
行
っ
て
、
し
っ

か
り
と
し
た
市
政
運
営
を
今
後
も
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
３
期
目
と
な
っ
た
朝
田
議
員
に
は
基
本

方
針
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
何
事
に
対
し
て

も
質
実
で
積
極
的
な
活
動
す
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
、「
和
宏
の
ほ
っ
と
か
な
い
Ｎ
Ｅ

Ｗ
Ｓ
」
も
次
号
は
節
目
と
な
る
「
第
40
号
」

と
な
り
ま
す
。
議
員
と
共
に
力
を
合
わ
せ
、

育
て
る
会
も
日
々
、「
向
上
」「
進
化
」
し
な

が
ら
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　最近、学生と会話をしていると「それって無駄じゃない？」「何か得するの」という会話を頻繁に聞くことがあります。
特に、自分達には直接関係ないことに関しては「興味なし」というケースが多いようです。
（確かに私も同世代の頃は一緒だったかも・・・）
この事は先日、ある新聞の記事で、とある大学の学長さんがこのようなことを記していました。
「最近の学生は無駄と見た・思ったことを避けたがる傾向が強い、しかし、一見すると無駄と思うことをやることによっ
て、様々な価値観が生まれ、その価値観と自分自身が、ぶつかることで人間としての「幅」が生まれる（広がる）」
確かに、私自身も振り返ってみると、２０代に先輩から「やってみろ」と半ば強制され渋々やったふりをしました。
（その時は、なんでこんな無駄なことを…と思いました）
しかし、社会で生活する中で、意外にも「無駄」と思ってやったことが役に立つ事が多々あります。
「無駄」は一見、遠回りをするように感じますが、知らないうちに人間としての「幅」が広がっているのではないでしょうか。
「事業仕分け」では「無駄」と簡単に切り捨てることが出来ますが、人生の中で「無駄」も将来、大きな壁に当たっ
たときに乗り越えられる原動力になるかも知れません。
私自身、これからも「無駄かな？」と思わずに積極的にチャレンジしていきたいと思います。
是非、皆さんも「視点」を変えて「チャレンジ」してみてはいかがでしょうか・・・

和宏の独り言… ～「無駄」と思わずに、やってみよう！～

「ほっとかないNEWS」をポスティング等お手伝いして下さる方募集中です。連絡先090-3402-6388（議員携帯）

　県内の２０代～４０代を中心に約８０名の「塾生」でスタートしました。
　上田知事の講演では、リーダの条件として「虫の目」だけで見がちな行政に対して、
「鳥の目」「魚の目」の２つの「目」をしっかりと持たなくてはならないというお話と、「やっ
たふり」をする行政に対して、きちんと現状がどうなっているのか、結果はどうなったか、
チェックをすることの重要性のお話。赤字を苦にしない行政に対して、赤字を苦にし
ながら行政を経営していく必要性のお話があり大変興味深く、拝聴しました。
　勉強会終了後は、参加した仲間達と夜遅くまで語り合い親睦・交流を深めました。
（次回開催は９月を予定）

●埼玉県知事・上田きよし氏による「上田政治塾」に参加しました。○埼玉県知事・上田きよし氏による「上田政治塾」に参加しました。

　改選後、新しくなった「議会運営委員会」の行政視察を実施、福島県・会津
若松市議会、同伊達市議会へ議会改革について調査しました。
　特に、会津若松市議会は、全国でもトップクラスの議会改革の先進地ということも
あり、今後、本市の議会改革を推進するために参考になる事例が多くありました。
この視察で、「議会の必要性」「議会の重要性」を、参加した委員とともに再認識
することが出来たと感じています。

◎議会運営委員会・視察の報告◎議会運営委員会・視察の報告


